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	プログラム細胞死プロセスであるTNF誘導性ネクロプトーシスにおいて重要な役割を果たす擬似キナーゼ。RIPK3によるリン酸化を受けて活性化され、ホモ三量体化、細胞膜への局在、そしてカルシウム流入と細胞膜損傷を特徴とするプログラム壊死の実行につながる。タンパク質キナーゼ活性は持たない。
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	MLKL 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	MLKL 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

